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【研究の概要等】  
本研究は、社会基盤施設に関わる災害事故の未然防止、保全の効率化に向け、代表

者が開発してきた振動モニタリング法を集大成し、理論を体系化するとともに、これ

まで対応が困難であった「想定外」事態の未然検出に対しても新たな発想から研究を

進めることで、社会基盤施設の終局性能をモニタリングデータから解明する方法を開

発する。それにより、飛躍的な安全性向上をもたらす汎用的なモニタリングシステム

を提案することを目指す。具体的には、 

１．移動体と連携したヘルスモニタリングシステムの開発 

２．密なデータの一括処理による外乱と構造特性の同時推定法構築 

３．中小事象からの想定外事象の抽出と大事象への外挿法 

４．大規模計測データおよび膨大なモデル仮定知識の情報マネジメント 

５．汎用モニタリングシステム設計の方法論 

の各項目について研究を進める。 

 
【当該研究から期待される成果】  

本研究は、モニタリングに基づいた性能評価によって、これまで困難であった既存

社会基盤施設の極限的な性能を明らかにするとともに、これまで仮説に基づいていた

土木構造物の設計、特に崩壊を想定した設計を実測に基づくものに発展させることで、

社会基盤全体の安全性・信頼性を大きく向上させることを意図したものである。この

ように、本研究により、社会基盤施設の設計・施工・メンテナンスの一連の体系をモ

ニタリングを基盤に成立させる道筋をつけることが可能となると考えられ、経験に依

存する面の大きかった土木工学のあり方にブレークスルーをもたらし得ると考えてい

る。 
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【研究期間】  平成20年度－24年度 

         

【研究期間の配分（予定）額】 
     75,100,000 円 (直接経費) 

 
【ホームページアドレス】    http://www.bridge.t.u-tokyo.ac.jp/  
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